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目的　 高等学校における家庭科教育の将来は、臨教審答申にもとずき．男女共修とか．
社会性を配慮した指導内容の検討が必要である．そのための資料となる家庭の機能への認
識を調査し．家族への認識度、生活技術への関心度．将来の家庭生活への考え方の把握を
行った．前報I .n に引き続いて．食生活に関すること．既製服の購入基準、さらに将来
の家庭生活への希望について報告する．

方法　前報と同じ調査資料による．概略を記すと、調査項目; 5 項目．設問数;  23問．
調査対象;男女高校生（16~18才）1010 名、短大生748名、男女大学生(18~24才)   1154名であ
る．調査期間；昭和60 年10月～11月に実施した．調査解析法は単純集計．因子分析をS  P
s s パッケージによる．留置調査法による．
結果　 ①インスタント食品の利用状況は．男女共同様の傾向がみられるが、バリマック

ス回転後の因子分析負荷行列では、男子は第１因子「簡便性」、第２因子「味・栄養」．
女子は第１因子「味・栄養」、第２因子「簡便性」．第３因子「価格・品数」となる．②
既製服の購入基準は「色･ 柄・デザイン」（54.5% ）,     「サイズ」（27.1% ）、「価格」

（12.4% ）の順位となる．③手作りか既製品の利用については．行事食．小物．編物が65%
以上が手作り志向で．ゆかた．子供服．家具などは80% が既製品志向である．④家庭に対
するイメージの因子分析では．男女共に第１因子「精神的安定」、第２因子「雰囲気」に
分類された．⑤将来については、結婚をして家庭をつくる（76.0%), 子供がほしい（77.3
%)  . 核家族(74.3% ）. 一戸建て（85.9% ）、郊外に住む（52.5%) という意識傾向がある．

F 10　　　　　 教 育 課 程 改 訂 に 伴 う 今 後 の 家 庭 科 教 育 内 容 の 検 討( 第 １ 報 ）

梅 花 短 大　 家 本　 修　　 鳴 門 教 育 大　 広 瀬　 月 江

大 阪 府 立 科 教 セ ン タ-  ○ 西 沢　 悦 子

目 的　 「 家 庭 科 教 育 に 関 す る 検 討 会 議 報 告 書 」 （S    5   9   .　1   2  ) 及 び 「 教 育 課 程 の 基 準 に

関 す る 基 本 方 向 に つ い て （ 中 間 ま と め ） 」(   S   6   1   .　1   0 ） の 発 表 か あ っ た 。 そ こ で 、 小

中 、 高 校 の 今 後 の 教 育 内 容 の 検 討 を 行 う た め に 、 ま ず 家 庭 科 担 当 教 員 が 現 在 の 家 庭 科 教 育

の 内 容 に 関 し て い か に 認 識 し て い る か に つ い て の 意 識 ・ 実 態 調 査 を 実 施 し た 。

方 法　 小 ・ 中 ・ 高 校 の 家 庭 科 担 当 教 員 を 対 象 に 質 問li  ･ 配 票 留 置 法 を 実 施 。 実 施 時 期 は 、

昭 和6    1 年 ９ 月 上 ～ 下 旬 。 飼 査 地 域 。 大 阪 府 下 ・ 徳 島 県 下 各 公 立 学 校12    0   8 校 と4    2   2

校 、 回 収 率 は5   7   .    6 % 。 主 た る 調 査 項 目 は 、 基 本 属 性(  年 齢 、 経 験 年 数 、 専 攻 、 性 別 、

他 ） 、 家 庭 科 教 育 の 難 易 、 現 行 の 被 服 教 育 や 実 習 内 容 及 び 教 覆 審（ 中 間 ま と め ） の 項 目 等

結 果 と 考 察　 現 行 の 教 育 内 容 を 検 討 し た 結 果 、 被 服 に 問 題 意 識 を 持 つ 教 員 の 多 い こ と よ り

被 服 教 育 に つ い て の 検 討 か ら 行 っ た 。 ① ： 現 行･の 被 服 実 習 題 材 の 内 、 削 除 し た ら 良 い も の

(  高･ 手 芸;   3 7  .　8  %  ) 、 児 童 ・ 生 徒 の 興 味 、 関 心 の 高 い も の( 小･  小 物 作 り ：1    2 .

1 ％ ） ② ： 今 後 の 被 服 製 作 の 題 材 と し て 適 当 と 思 わ れ る も の（ 小 ・ 中 ・ 高 ： エ ブ ロ ン ） と

考 え て い る こ と が 分 か っ た 。 ③ ： 教 課 審 の 「 中 間 ま と め 」 に 間 し て の 質 問 で は 、 良 い と 思

う も の が9   0  .    3 ％ 、 実 施 時 期 が 遅 い とjg  当 と を 合 わ せ て8    9.9 ％ と か な｡り 高 い 支 持 や

期 待 を し て い る 。R ： 家 庭 科 を 低 学 年 か ら 位 置 付 け る と い う の は4    1.9 ％ で あ っ た 。 ⑤

： 中 学 校 の 家 庭 生 活(  仮 称 ） を 大 切 な 領 域 で あ る と す る の は7  6  .  7  % で あ っ た が 、 指 導

し 易 い と 考 え る も の は2    6.     7 ％. 指 導 し に く い と す る も の は5    6.1 ％ あ り 、 や や 戸 惑

い も 感 じ ら れ る よ う で あ る 。 ⑥:r 被 服 領 域 を 必 修 に す べ き だ 」 は6  7  .　0   % で あ っ た 。


